
掲載数 69

地区 学年 教科等 テーマ 内　容
参考事項（講師・教材

等）

1 川崎市 小１ 生活

生活科
きれいにさいて
ね

　５月から大切に育ててきたアサガオ。子どもたちは、はじめはこんなに小さな種からど
んなふうに育つのかといった興味のような感情が大きいようだった。しかし、芽が出て、
少しずつ大きく成長していくアサガオの様子を毎日観察するうちに、愛情が芽生え、「自
分と同じ命をもっている。」「自分と同じで少しずつ成長している。」「自分と同じでお
世話してくれる人がいないと育たない。」ということに気がつき、植物を栽培する活動を
通して、命について学ぶことができた。

生活の教科書
NHKフォースクール

2 川崎市 小２ 生活 動物の命

　学校に移動動物園をよび、動物たちに触れ合う機会を設けた。担当の人から動物たちと
の触れ合い方を聞き、そこで、命を大事にに扱うことの大切さを改めて知った。また、動
物たちに直接触れ合うことで子どもたちは、命のあたたかさを感じることができ、大きさ
に関係なく、生き物には命が存在し、どの命も大切にしていかなくてはいけないというこ
とを一人一人が考えることができた。

3 川崎市 小２ 生活
みんなでつかう
まちのしせつ

　公共物や公共の施設の利用の仕方について学ぶ学習で、ルールやマナーを守ることは安
全で安心した生活をすることにつながるということを学んだ。イラストを見て、ルールな
マナーが守られていない場面を見つけて話し合ったり、実際にまちに出て学んだことを実
践したりすることで、自分の命を守ることが他者の命を守ることにもつながっていること
に気がつくことができた。また、スクールガードリーダーの方からお話を直接伺うこと
で、こども１１０番の家があることを知り、緊急時にどのように対応したらよいのかを学
ぶことができた。

講師はスクールガード
リーダー。
教科書、交通ルールを
子ども向けにまとめた
動画を資料として使
用。

4 川崎市 小２ 生活
めざせ！
生きものはかせ

　学校での身近な生き物探しから、ヤゴを飼育することにした。ヤゴにとって適切な生育
環境を調べ、飼育の方法を考えたり、飼育する中で幼虫から成虫への変化を見守ったりし
た。無事に羽化して、空へはばたいた成虫の姿や、飼育しきれずに死なせてしまったりし
て、いのちを大切にすることに気付くことができた。
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5 川崎市 小２ 生活

あしたへジャン
プ！「これまで
の自分をふりか
えろう」

　自分の成長をふりかえり、これからの成長に願いをもって、意欲的に生活できることを
ねらいとした。学習の中では、これまでの自分について知っている身近な人に話を聞い
て、自分でできるようになったこと、役割が増えたことなどを自覚し、これまでの生活や
成長を支えてくれた人々への感謝の気持ちをもつことができた。自分が生まれた時や一年
生の時など、成長する過程の中で、多くの人に想われ支えられていることに気が付くこと
ができた。
　また、道徳「空色の自転車」を同時期に行い、命について考える時間を作った。その
際、子どもたちから「命は、お父さんやお母さんが大切に育ててくれたものだから大事に
しなければならない」「命は自分だけのもじゃない」などの意見が出てきた。生活科で成
長を振り返ってきたため、命について考えが深めることができた。

特別の教科道徳２年
「空色の自転車」

6 川崎市 小１ 生活
きれいにさいて
ね

　5月に種をまき、夏休み明けにたねを取るところまで一人一鉢ずつ育てたアサガオ。そ
のつるを丸く束ねたものを2か月間保管しておき、12月にクリスマスリースを作成した。
つるの量によって、大小様々なリースにはなったが、子どもたちは、リボンやどんぐりを
かざりつけて、思い思いの作品を作ることができた。作品は、大切に持ち帰った。5粒の
種まきからスタートしたアサガオとのかかわりは、半年以上に渡って続き、その間、子ど
もたちは”自分の”アサガオに愛着をもちながら活動することができた。

7 川崎市 小１ 生活
植物に親しみを
もち、大切にし
ようとする。

　植物を継続的に栽培する活動をした。自分のアサガオの様子に変化があると、友達や担
任に伝えていた。花の美しさを喜び、種がたくさんとれることに驚いていた。たった一つ
の種からアサガオの命が始まり、たくさんの種ができることを「命はつながるんだね」と
考えている児童もいた。

8 川崎市 小１ 生活

動物、虫に親し
みをもち、大切
にしようとす
る。

　身近な動物に触れたり、虫を探したり、観察したりする活動をした。「移動動物園」で
は身近な動物を間近に見たり触れたりした。自分と同じように目、耳、鼻、口等があった
ことや、胸あたりが「トクントクン」していたことに気づいていた児童が多かった。「か
わいいな」と感想をもった児童も多かった。

9 川崎市 小１ 生活
いきものと
なかよし

　身近な小動物（モルモット、ひよこ、ウサギ）やヤギ、羊、チャボに餌やりをしたり、
触れ合ったりした。ポニーにも一人ずつ乗る活動も行った。それらを通して、生き物の柔
らかさ、温かさから生命の尊さを感じていた。生き物に直接触れ合うことができたこと
で、より生き物への愛着をもち、もっと関わりを深めたいという思いを高めることができ
ていた。

福田牧場



10 川崎市 小１ 生活

動植物の飼育・
栽培
「おおきくなあ
れ」

　生活科のアサガオの学習から、命は人間だけでなく動植物にもあり、アサガオの生命を
守るためにはどのように世話をすることが大切なのか考えた。自分自身で育てることによ
り、その変化や成長の様子に関心を持ち、最後まで責任をもって世話をすることの大切さ
を学んだ。アサガオに合った世話の仕方があることに気づき、植物への親しみをもち、大
切にすることができた。

ほかの植物の生命につ
いて図書室の本をもと
に考えた。

11 川崎市 小２ 生活
「あしたへ
　　ジャンプ」

　自分の生活や成長を振り返る活動を通して、自分ができるようになったことや役割が増
えたことなどに気づいた。これまでの表現活動を振り返ったり、身近な人に自分の小さ
かった頃ことをインタビューすることを通して、命の尊さや周りの人に守られていること
などに気づくことができた。また、調べたことや聞いたこともとに、自分の成長にも気づ
き、３年生へ向けて意欲的に目標をもって生活できるように思うことができた。

「新しい生活　下」
（東京書籍）使用

12 川崎市 小２ 生活
「あしたへ
   ジャンプ」

　自分の生活や成長を振り返る活動を通して、生まれから入学までは家族に聞き取りを
し、自分の思いをまとめた。道徳の「生まれるということ」をこの時期に行い、つながる
いのちを考えさせた。入学してから２年生までを振り返り、１冊の自分史「成長のアルバ
ム」を完成させ、３月には生活科で「ありがとうの気もちをつたえよう」を感染対策から
発表会という形が難しいため、家族に手紙を書き、ポストへ投函する予定である。

 

13 相模原市 小１ 生活
アサガオのこれ
から

　秋になり種が取れるようになったアサガオについて、アサガオの一生を考えたり、種か
ら芽が出て花になり、花が枯れて種が出来るという「命の連続性」を考えたりすることが
できた。命が続く限り、大切に育てたいという意識を再認識することができた。

14 相模原市 小２ 生活
「みんな大きく
なったね」

・胎児の生活
・自分が生まれてきたときの様子
・自分を大切にしていこう（自己肯定感）
という内容を、助産師さんにお話していただく。

子育てサポートハウスmarimo助
産院
助産師さん
※視聴覚室（助産師さん）と教
室（児童）をオンラインでつな
ぎ、お話していただく。

15 相模原市 小１ 生活
いきものとなか
よし

　身近な生き物を探したり飼ったりする活動を行った。この活動を通して、それらの育つ
場所や、変化の様子に関心をもって働きかけ、それらは生命をもっていることに気づくと
ともに、生き物への親しみがもてるようにした。適切な世話をして、大切にしようとする
気持ちが見られた。
　遠足で「モルモットのお世話」と「ポニー乗馬」の体験をした。動物と触れ合うことで
温もりを感じることができ、命があることに気づいていた。



16 相模原市 小２ 生活
大きくなった自
分をふりかえろ
う

  ３学期の生活科の大きな学習課題の「あしたへジャンプ」という活動の中で、自分の成
長を振り返る活動をした。小学校に入学してから今まで、自分が外見的・技能的・内面的
に成長してきたことを振り返ったり、友達同士で成長したところやいいところを伝え合っ
たりした。最後におうちの人に、インタビューをしてたくさんの成長を認めてもらい、自
己肯定感も高まり、今後、自分の成長をまとめる活動に対しても意欲的なようすが見られ
た。

新しい生活
東京書籍

17 相模原市 小２ 生活

野菜の栽培活動
を通して、命の
大切さや食への
感謝の気持ちを
育てる。

　いのちの授業ハンドブックを活用し、植物にも命があり、それをいただいているという
気持ちを育てる指導を行った。
　子どもたちは、自分の育てている野菜に対して、親しみや愛着をもって育てることがで
きた。
　野菜が大きくなった時や収穫できた時には、大きな喜びを感じることができた。

いのちの授業ハンド
ブック

18 相模原市 小１ 生活
いきものとなか
よし

　中庭や校庭で色々な虫探しをし、「虫を飼ってみたい！」という考えが子どもたちから
出てきた。その為、クラスでは「キアゲハの幼虫」を飼うことになった。キアゲハの成虫
の写真を図鑑で調べ、「お世話をしたら、綺麗なチョウチョに会える」という思いをクラ
ス全体で共有し、虫かごの掃除と餌やりの当番を決めて行った。虫が苦手な児童も自分で
できることを探して取り組んでいった。しかし、サナギには変化したが、成虫になること
はなかった。その中で、「命が消えて悲しい」「大切な命を育てることは、大変なこと」
という考えが子どもたちから出てきた。キアゲハの幼虫の世話をしたことで、一人一人が
大切な命について考えを深めることができた。

生活科の教科書

19 相模原市 小２ 生活
あしたへジャン
プ

　今までの成長を振り返り、これまで関わってくれた方々へ感謝し、これから先の成長へ
とつなげていく学習です。自分が産まれた頃から現在までに大きくなったことを自分で考
えるだけでなく、関わってきた方々にインタビューし、成長をまとめていきます。まとめ
ていく中で、自分の成長には多くの人々が手助けし、見守ってくれていることを感じられ
るようにしていきます。そして、自分が大切にされていることに気付き、今後の生活の中
で自分の存在を大切にしていけるように感じられるようにしていきます。

20 相模原市 小２ 生活

「あしたへ
ジャンプ」
大きくなった自
分をふりかえろ
う

　おうちの人へ自分が生まれる前から６才までの様子についてインタビューをした。「生
まれる前」「生まれてすぐ」「０才から３才」「４才から６才」の四回に分けて，自分が
生まれてくる前から家族がどんな準備をしてくれていたかや名前はどう決まったのかなど
聞くことで詳しく知ることができた。子どもたち１人ひとりが自分の知らない小さな頃に
ついて知ることで「自分は小さな頃と比べてとても大きくなったこと」や「自分は大切な
存在であること」に気づくことができた。

東京書籍 あしたへ
ジャンプ 新しい生活
下「あしたへジャン
プ」
小さい頃の写真



21 横須賀市 小１ 生活
あさがおの成長
について

夏休みを終え、子どもたちが育てたあさがおが種となった。5月の種まきからのことを
思い出し、あさがおの成長過程を知るとともに、種から種へ、命は廻っていることを学習
した。子どもたちの中からは、「命が続いているね」といった発言もあった。

22 横須賀市 小２ 生活
大きくなったわ
たし

　小さい頃のことを振り返り、自分の成長に気付く学習を行った。はじめに養護教諭から
へその緒のことや子宮・胎盤など産まれてくるまでお腹の中でどのように過ごしているか
を学んだ。また、児童が保護者に出産前の様子をインタビューした。こうした活動によ
り、今まで自分の命が大切に守られてきたこと、小さい頃と比べるとできることが増え、
これからも様々なことにチャレンジしていこうと思いを持つことができた。

養護教諭がへその緒のこ
とや産まれてくるまでの
様子を児童に伝えた。
保護者に産まれてくるま
での様子をインタビュー
した。

23 横須賀市 小２ 生活
「あしたへジャ
ンプ」自分のこ
とをまとめよう

　自分が小さかった時のことを家族にインタビューする活動を通して、自分のことを振り
返った。その中で、自分が家族にとってかけがえのない大切な存在であると気付くことが
できた。また、自分ができるようになったことや小さかった時のことをすごろくにまとめ
た。できるようになったことをまとめることを通して、自分の成長を実感することができ
た。友達の作ったすごろくを遊ぶことで、友達も同様にかけがえのない大切な存在である
と気付くことができた。

生活科「あしたへジャ
ンプ」

24 横須賀市 小２ 生活
おおきくなった
ぼく　わたし

　自分の成長について、生まれたときのことや家の方の気持ちなどを各自インタビューし
たり、写真を持参したりしてて自分の成長を振り返った。友達の様子も聞きあう中で、ど
の子もみんな大切に思われて育っていることを実感していた。ただ、家庭事情により生い
立ちが複雑な児童が在籍の場合は本単元の取り扱いは非常に配慮する必要がある。

各家庭からの写真等

25 横須賀市 小１ 生活
きれいにさいて
ね

　1年生2クラス生活科において、自分で選んだ球根を植え、育てる活動をした。命ある植
物を大事に世話をし育てることを通して、身近にある命についてみんなで考えた。その手
立てとして朝顔に名前を付けたり、水をやらないことは人が水を飲まないことと同じこと
を指導した。

26 横須賀市 小２ 生活 植物のいのち

5月ごろからミニトマトの苗を育て、生長をずっと見守ってきた。観察では、苗や実に
「大きくなあれ」と話しかけている様子が見られた。人だけでなく、植物の存在にも目を
向け、心を寄せているようであった。花が咲き、実がなってだんだんと大きくなる様子か
ら、子どもたちは植物の「いのち」なのだということを感じ取っていた。最後はみんなで
大切に育ててきたミニトマトを家庭に持ち帰り、家族と一緒に食べてもたった。育てた野
菜を収穫して食べることによって、自分たちはそれらの「いのち」を食べて生きているこ
とを実感し、植物を育てることの大切さ・食べることの大切さについて学ぶことができて
いた。

生活科 『新しい生活
下』東京書籍
「大きくなあれ わた
しの野さい」



27 横須賀市 小１ 生活
生きものと
なかよし

学級でハムスターを飼うためには、何をすべきか話し合い、その中で「いのちを育て
る」ということについて考えた。さらに、「いのちを育てる」とは、どういうことなのか
を学級全体で考え、話し合いをした。子どもたちからは、「しっかりとお世話をする、ハ
ムスターのことを調べる、ハムスターのお父さんやお母さんになる」という結果になり、
「いのちを育てる」ことを確認することができた。

28 横須賀市 小２ 生活

明日へジャンプ
「赤ちゃんって
どうやって生ま
れるの？」

　２時間で行った。第１時では、まずたくさんの動物を胎児で生まれるものと卵で生まれ
るものに分けた。そして、胎児で生まれる動物はおへそがあり、どのように栄養をもらっ
ているのか、専門用語を交えながら勉強した。第２時では、おなかの中で成長する様子を
月を追って勉強した。そして、その後生まれたすぐの赤ちゃんの人形を一人ひとりが抱っ
こしてその重さや尊さについて考えた。

養護教諭とＴＴという
形で行う。

29 横須賀市 小２ 生活 誕生と成長

　自分の誕生のことについて保護者にインタビュー、取材し、子どもたちが一人ひとり望
まれて生まれてきたことを知る。名前の由来調べを通して、自分の存在の価値を確認し、
命の尊さを知る。成長すごろくに表し、初めて○○できたときに親がとても喜んでいたこ
とを形に表す。「自分の成長と誕生」という本にまとめて学習を終了した。

30 湘南・三浦 小複合 生活 動物を知ろう

　支援級で教頭が授業を行った。「『もー』と鳴く動物は？」などのクイズの導入から、
牛、犬、ニワトリ、猫の動物をスライドで絵や写真を提示し、視覚的にどんなことを感じ
るか等を話す展開。毛の色、角の形、牙、体の大きさ、目の大きさ、トサカの大きさ等か
ら感じることをお互いに表現した。教頭が実際に飼っている猫の飼い方の様子を写真や動
画で視聴し、ケージの中にあるトイレや水、ご飯があること等を確認した。自分の家で動
物等の生き物を飼う時には大切に関わることを教頭からのメッセージとして、まとめとし
た。

教頭T１、支援級担任
及び介助員T2～T4

31 湘南・三浦 小１ 生活 いのちの誕生

　市内の助産師さんを招いて、人間の生命の誕生について話を聞いたり、お母さんのおな
かの中での成長の様子を、人形をつかって学んだりした。
教室にいる仲間一人ひとりが大切にされてきた、かけがえのない命ということを改めて考
えた。

外部人材の活用

32 湘南・三浦 小１ 生活
けんこうなせい
かつ

　「『けんこう』ってなんだろう。」を導入に、健康＝元気でよいのか。明日も元気な生
活を送るためには、どのような生活を送ればよいのだろうかを考えた。大人が言うから健
康に気を付けないといけないのではなく自分のための健康と誰かのための健康について自
分が何をすべきかを考えた。そこから、自分たちが健康に過ごすことで、周りも健康に
なったり、健康に対する意識も高められた。さらに「学んだことを誰か（幼保の子）に伝
えよう。」という気持ちを持つことができた。

特別活動及び生活科と
の関連



33 湘南・三浦 小１ 生活 「いもほり」
　地域の方の協力の下、さつまいもの苗をを植え、成長を見守り、いもほりを行った。収
穫後、さつまいもの絵を描き、ツルでリース作り、いも版画を行った。

講師は、地域の農家の
方

34 湘南・三浦 小１ 生活
いきものとなか
よし

　学校で飼っているうさぎに児童が触れた。うさぎを触ることで、うさぎの生命を実感
し、生き物に親しみを持ち、大切にしようとしていた。また、児童がうさぎの立場に立っ
て世話のしかたを考えていた。うさぎがドクドクしていると触って感じ、「うさぎの命も
とても大切な命」だと気づいていた。

教科書「あたらしい
せいかつ　上」

35 湘南・三浦 小２ 生活 平和学習

　夏の平和教育の一環として、平和の大切さを考える機会をもつため、生活科で行った。
　ビデオ「とびうおのぼうやはびょうきです」では、水爆実験と放射能の危険さ、史実と
してあったということを学んだ。「対馬丸」では、同じ年頃の子どもたちが、たくさん戦
争の犠牲になったことを知り、感想をみんなで話し合った。

ビデオ
「とびうおのぼうやは
びょうきです」
「対馬丸」

36 湘南・三浦 小２ 生活
ミニトマトの育
成

　5月からミニトマトの育成を行った。種の段階から育て始め、間引きや天候によって水
やりの量を変えたり雑草抜きをしたりと、長期間お世話をした。最終は収穫をし、実際に
食べた児童もいる。植物の生命を育てることや自分の命を支えてくれるものについて理解
を深める学びとなった。

ワークシート等

37 湘南・三浦 小１ 生活
季節の自然さが
し

　校庭にある樹木の実を年間を通して学習に生かしてきた。春～夏は梅、秋はざくろ、銀
杏、柿、冬は柚子など。絵を描いたり、調理したりして季節ごとの自然の恵みを題材とし
てきた。銀杏は、保護者の協力を得ながら加工し、運動会等で参観にきた保護者に配付し
た。児童は、季節によって変化する身近な自然の恵みが、自分たち「いのち」につながっ
ていることを感じ取ることができた。

校庭の樹木・実

38 湘南・三浦 小１ 生活
冬の花を育てよ
う

　ヒヤシンスの水耕栽培を経験することにより、児童に植物の成長をより視覚的にとらえ
させた。また、一人一鉢責任をもって育てることにより命の大切さを実感させた。前期の
学習で栽培した朝顔では、見ることができなかった土の中の様子（根の成長）から、植物
の命の不思議さについて児童の興味・関心が高まった。

一人一鉢

39 湘南・三浦 小１ 生活 大きくなってね

　１年生の生活科の学習「大きくなってね」で、朝顔の成長を見守った。朝、登校する
と、まず、植木鉢の種・芽・双葉・本葉に挨拶をし、のどが渇いていないか、調子はどう
か、対話しながら大事に育てる経験をした。前日につぼみだった花が翌日元気に花を咲か
せている様子に出会うと、育てている自分の心まで元気になっているようだった。児童
は、植物にもいのちのたくましさを感じ、大切に育てたいという心をもつことができた。



40 湘南・三浦 小１ 生活 植物
　植物を育てる活動から発展させ、「たね」を題材にして授業を行った。たねにより命が
つながっていること、たねには命をつなぐための工夫がされていることを発見し、命の力
強さや不思議さに気づくことができた。

41 湘南・三浦 小１ 生活
きれいにさいて
ね

　生活科であさがおを育てました。種という小さな命からぐんぐん育っていく様子を観察
した。最後に種を収穫し、来年の種まきに思いを繋げることによって、命のサイクルにも
気づくことができた。

42 県央 小２ 生活
「大きくなあれ
わたしのやさ
い」

　プランターでミニトマトの栽培を行った。これまで人間や生き物には命があることを理
解しているが、植物への水やりを忘れて枯らしてしまうなど、植物に命があることを実感
できていない児童もいるように感じた。人間が成長するために食事や休養が必要なよう
に、植物にも水や土、日光が必要であることを学んだ。１ｍｍもない小さな種から大きな
ミニトマトが収穫できることに喜びを感じさせられた。収穫して食べることで、命を食べ
て生きていることを実感させることもできた。

東京書籍
あしたへジャンプ　新
しい生活（下）

43 県央 小２ 生活
「花の植栽事
業」

　JAあつぎの皆さんを講師に迎え、花苗をプランターに定植した。花を大事に植える活動
を通して、全ての命あるものに対して大切に向き合うことを学ばせたいと考えた。命に大
きい小さいはなく、どんな命でもかけがえのないものだということを考えさせた。子ども
たちは小さな花を一つひとつ大切に植えている様子が見られた。また、植物も人間と同じ
ようにお腹がすくことを知り、毎日忘れずに水をあげたいという思いをもつことができ
た。

依知地区運営委員会

44 県央 小２ 生活
大きくなった自
分のことを振り
返ろう

　自分が生まれた時のことや、幼稚園の頃の様子を家族にインタビューし、成長アルバム
にまとめる活動を行った。生まれてくるまでの両親や周りの人たちの苦労や、生まれた時
の喜びや幸せに触れ、自分が大きな愛情を注がれて育ってきたことに気付く様子が見られ
た。また、自分と周囲の深い関わりを改めて知ることを通して、前向きな気持ちを抱いて
いる児童が多かった。

東京書籍
あしたへジャンプ　新
しい生活（下）

45 県央 小２ 生活

「生きもの　なか
よし　大さくせ
ん」
「ぐんぐんそだて
わたしのやさい」

　「生きもの　なかよし　大さくせん」では、虫を捕まえて飼育する中で、命の短さや尊
さを体感させることができた。
　「大きくなあれ　わたしのやさい」では、大根やさつまいも等の野菜の栽培活動を通
し、世話の大変さや育てるための工夫を知り、収穫して食べる喜びを味わうことができ
た。

東京書籍
あしたへジャンプ
新しい生活下

46 県央 小１ 生活
きれいにさいて
ね

　アサガオを種まきから、水やり、間引き、追肥を行うという活動を通して、アサガオの
成長を追った。アサガオを育てるために世話をしていく中で、生命尊重の心を育てる。ま
た、アサガオと人とを結びつけ、自分をここまで育ててくれた大人への感謝の気持ちをも
たせた。

東京書籍
あしたへジャンプ
新しい生活下



47 県央 小複合 生活
自分の体の中を
知ろう

　自分の体を模造紙に写し、自身の身長や手足の長さを記録し、その絵の中に様々な臓器
を張り付け、体のつくりについて学んだ。その後、心臓の音拡大器を使用し、自分や友だ
ちの心臓や内臓、血流などの音を聞き、生きているということが、様々な臓器の働きによ
るものだということを実感できるよう授業を展開した。
　最初に体の絵に臓器を張り付ける活動をした際は、「変なの」や「きもちわるい」と
言った言葉も出たが、体の中の音を聞く中で、「人によって心臓の音が違う」、「お腹と
胸だと音が違う」など、様々な気づきが生まれ、生命の尊さや不思議さを感じる姿が見ら
れた。

支援級（１～６年生）
を対象。

48 県央 小１ 生活 生きもの大すき

　学校探検で生き物を探しに出かけ、バッタやカエル、カマキリなどたくさんの昆虫を捕
まえることができた。捕まえた昆虫を飼うためには、どのような住処を作ればよいのか、
餌は何を食べるのかを調べた。霧吹きで水を与えたり、餌を探してきたり、愛情をもって
育てることができた。昆虫にとってどのような環境が一番よいのかを話し合った。

49 県央 小２ 生活
大きくそだてわ
たしの野さい

　115名の児童全員が、自分の植木鉢にミニトマトの苗を植えた。好きな野菜を選んで育
てる方法もあったが、ミニトマトの育てやすさと、みんなで同じ野菜を育てることで声を
掛け合う機会が多くなることを期待して、同じ野菜を育てた。育っていくミニトマトに声
をかけながら自主的に水やりをし、真っ赤なミニトマトができると大喜びで収穫した。全
員のミニトマトが大豊作となり、収穫するまでの過程で様々なことを学んだ。また、学年
園ではキュウリ・ピーマン・ナス・ダイズなどを育て、希望する児童全員が野菜を持ち帰
ることができるほど収穫できた。水やり当番を４クラスで回し、「自分達が育てた野菜」
という意識をもって育てることができた。

10～12月 ミニトマト・
キュウリ・ナス・ピーマ
ン（苗）・ダイズ（種）
11～12月 ホウレンソ
ウ・小松菜・大根（種）
12月 各自の鉢でに
チューリップ（球根）

50 県央 小２ 生活
これまでのわた
し　これからの
わたし

　自分自身の成長を振り返る活動を通して、多くの人々の支えにより自分が大きくなった
こと、自分でできるようになったこと、役割が増えたことなどに気づくことができた。
　命の大切さを感じるとともに、これまでの生活や成長を支えてくれた人々に感謝の気持
ちや、これからの成長への願いをもって、意欲的に生活する姿が見られるようになった。

「あなたが生まれた
日」という、子どもに
宛てた手紙を家庭に依
頼し、保護者の協力を
得ながら授業を展開し
た。

51 県央 小２ 生活 野菜を育てよう

　生活科の授業で「大きくそだて　わたしの野菜」という単元を扱った。自分が選んだ野
菜の苗を植え付けるところからスタートした。記録カードを準備し、観察したことや自分
の気持ちを表現させ、どのように育ってほしいか考えた。「水やりを忘れずにやらないと
いけない。大きく育たない。」「早く食べたい。」と、とても活発に進めることができ
た。自分の育てている野菜だけでなく、友だちの野菜までよく見ており、少しの変化にま
で心を動かし、声をあげて喜んでいた。最終的には「命があるから成長するんだ。」と述
べていた。

地域の農家の方に苗の
植え方、育て方を教え
ていただいた。



52 県央 小２ 生活
「これまでのわ
たし　これから
のわたし」

　２年生に進級してできるようになったことを振り返り、数か月で確実に成長してきた自
分自身を確認した。担任の生まれたとき、幼少期、小学生の時の写真を見ながら、誰でも
最初は赤ちゃんから成長し大人になることを実感させた。うまれた時はどんな自分だった
か、家族や周りの人たちにどのように迎えられたか、自分の原点を調べ、今の自分と比べ
ることでその成長過程を詳しく振り返る学習をする動機づけとした。

担任の幼少期の写真

53 県央 小複合 生活 野菜を育てよう

　さつまいもと野菜の苗を植えた。普段食べている野菜がどのように育つのかを、水やり
をしたり観察をしたりすることを通して学ばせるとともに、いのちがつながっているとい
うことを感じられるようにした。野菜嫌いの児童も、自分たちで育てることを通して、育
てた野菜をおいしく食べることができたり、植物の成長に興味・関心を持ったりすること
ができるようになった。

特別支援学級在籍の全
学年に指導をした。

54 県央 小１ 生活 きれいにさいてね

　２年生からもらったあさがおの種を植え、あさがおを育てた。成長の様子を観察しなが
ら、児童一人一人があさがおも生きていることを感じることができた。種から育て、芽が
出て、花をさかせ、種が実り、その種を次の１年生へとバトンをわたしていきたいと感じ
させることができた。命のつながりに自分たちも関わっているのだという発見もあった。

55 県央 小１ 生活 きれいにさいてね

　一人ひとりが自分の植木鉢であさがおを育てた。種をまき、花が咲くことを楽しみにし
ながら水やりを続けていた。夏休みが終わり、花が咲かなくなり、種ができて枯れてきた
ところで、子どもたちの中で「あさがおが死んでしまった。」と言った子がいた。そこか
ら学びが広がり、「種ができたから死んではいないよ。」「種からまた新しいあさがおが
咲くから、ずっと続いているよ。」など、種にも命があることに気づき、その一粒一粒も
大切にしようという思いを育てることができた。

56 中 小１ 生活
「きれいにさい
てね」たねをと
ろう

　春から個々の鉢で育てたアサガオや学級園で育てた7種類の植物の種を集めたり、これ
までの植物の成長の様子や世話の仕方などを振り返ったりする中で、植物の一生について
気付いたことを話し合った。子どもたちは、蒔いた種と色も形も同じ種ができたことか
ら、植物も人間と同じように生命をつないでいることに気付いた。一粒の種からたくさん
の種が取れたことにとても驚くとともに、全ての種が元気に育たなかったことから、自然
の中で生きている植物は、人間より生きていくことがたいへんだと考えてもいた。植物に
心を寄せて世話をすることの大切さを改めて感じ、その上で今後も植物を育てていきたい
という強い思いをもつことができた。

「あたらしいせいかつ
上」
これまでの栽培記録

57 中 小１ 生活
いきものとなか
よし

　生活科で生き物について学び、校内で虫探しを行った。捕まえた虫が敵に襲われないよ
うに教室で飼いたいという意見と、虫かごの中で一生を終えるのはかわいそうという意見
が出た。虫の立場になって考え、話し合い、餌やすみかをそろえて虫の命を大切して教室
で飼うという結論を出した。虫の命を大切に育てようとする気持ちが育った。

虫の捕まえ方や特徴を動画
で見ることで、具体的なイ
メージがもてた。
（参考資料）
NHK for school
香川照之の昆虫すごいぜ！



58 中 小１ 生活
いきものとなか
よし

　虫取りをして３～４日間飼い、畑に逃がしてあげる計画を立てた。学校の畑にはどのよ
うな虫がいるのか探し、その飼い方を図書室の本やタブレット端末を使用して調べた。そ
の後実際に虫を捕まえた。虫かごの中に土や草を入れて住処を作り、野菜等の食べ物は必
要に応じて自宅から持ってきた。子どもたちは捕まえた虫に名前をつけ、元気でいるか毎
日気にかけていた。再び畑にかえす際には、名残惜しそうにしつつも生かすことができた
ことを喜んでいた。「他の虫も飼ってみたい。」と興味を抱いていた。

59 中 小１ 生活
「あさがおのた
ねをとろう」

　５月に種をまき、毎日水やりをして、大事に育ててきたアサガオに種ができた。その種
をみんなでとった。そして、種を取り終わった後、アサガオを育てて学んだことや感じた
ことを話し合った。アサガオのお父さん、お母さんになったつもりで育ててきた子どもた
ち。１つの種からたくさんの種がとれたことに感動し「命のつながり」に気づくことがで
きた。

60 中 小１ 生活
さつまいもを育
てよう

　学校の畑で何を育てようか話し合い、さつまいもを育てることにした。子どもたちが苗
を植え、毎日のように水やりをした。夏になると畑にたくさんの草が生えてきたので、雑
草を抜いて大切に世話をした。また、葉っぱが大きくなりつるも伸びる様子も観察した。
　10月には自分たちで育てたさつまいもを掘り、土の中から出てきた大きなさつまいもに
子どもたちは大喜びだった。さらに、収穫したさつまいもを給食の食材としても活用して
もらえたので、収穫の喜びとともに育てた作物を食べる楽しさも味わうことができた。

61 中 小１ 生活
いきものとなか
よし

　ケージ越しに動物とふれあった。日頃、動物に接する機会の少ない児童もいたが、動物
を近くから観察することで命のぬくもりを感じることができた。振り返りカードには、毛
の様子や餌の食べ方など、気付いたことがたくさん書かれていた。また会いたいと感想を
書く児童も多く、動物への親しみの気持ちが高まった。

動物　５匹（カメ、ウ
サギ）

62 県西 小１ 生活
あさがおさん
ありがとう

　５月に蒔いたアサガオの小さな種から、いくつもの大きな花を咲かせることができ、夏
休みには家庭に持ち帰り、家族の方と丁寧に世話をすることができた。すっかり枯れ、種
を収穫するとともに、つるを友だちと協力しながら鉢から外し、一つの小さな輪にまと
め、リースにした。子どもたちは、「アサガオさん、ありがとう。がんばったね。」「ア
サガオのつるから、クリスマスのリースを作れるなんて、アサガオってすごいね。」な
ど、植物の生長を喜び、命の尊さを肌で感じ取っている様子をうかがうことができた。



63 県西 小１ 生活
「いきものだい
すき」

　１月から教室でハムスターを飼うことになった。ハムスターと出会うまでに子どもたち
は、教科書や本、タブレットを使い調べ学習を行った。食べ物、部屋作り、好きなこと、
寿命など調べたことを全体で共有し、ハムスターを迎える準備をした。また、生き物の命
をテーマにした絵本に触れ、命あるものの世話をすることについて考える時間を設けた。
子どもたちは、「動物も虫も人も同じ命」「絶対に捨てたりしない」「最後まで飼う」
「優しい飼い主になる」などそれぞれ思いをもつことができた。毎日の世話を通して、動
物の温かさを感じ、命について考え続けている。

学校図書
「みんなとまなぶしょ
うがっこう　せいかつ
（上）」

64 県西 小２ 生活
大きくなった
よ、わたしたち

　道徳の「かけがえのないいのち」の学習で、自分の生命は周りの人にとっても大切なも
のであることに気づき、かけがえのない生命を大切にして過ごしていくことについて考え
た。その後、この生活科の内容につなげた。自分ができるようになったことや成長したこ
とを友達や家族に聞いて調べたことで、自分の成長を実感した。その中で、家族に自分が
赤ちゃんの頃の話を聞いたり、使っていた物や写真やビデオを見せてもらったりしたこと
で、自分は色々な人に大切にされてきたことで大きく成長できたことに気付き、自分の命
の大切さなどを考えた。また、家族を大切にすることも考えた。

65 県西 小１ 生活
いきものとなか
よし

　生活科「いきものとなかよし」の単元の学習で、身近な動物を探したり飼ったりする活
動を行った。それらの育つ場所や、世話の方法などを知り、動物への親しみをもち大切に
しようとしていた。また、身近な動物が生命を持っていることに気づき、優しくしてい
た。そして、えさを探して世話をしたり、えさが見つからなかったから逃がしてあげたり
して、豊かな関わりをもつことができた。

生活科の教科書

66 県西 小複合 生活
「いのち」を大
切にする心をは
ぐくむ教育

　身近にある湯河原町の海から相模湾にはたくさんの海の生物がいることを映像を見なが
ら話してもらった。子供たちは、目の前に広がる海に様々な魚やイソギンチャクなどがい
ることに驚いていた。そして、それらの生物を守るために、プランクトンや山・川などの
自然環境が影響していると知ることができた。しかし、大切な海にゴミやマイクロプラス
チックが増えていると知ると、海を守るために自分は何ができるか考え出す児童もいた。
海の生物だけでなく、環境問題について考えている様子だった。

　講師は、海やその生態系
を理解してもらおうと努め
ているディスカバーブルー
の職員。
　下学年・上学年に分かれ
て講演を聞いた。
　教科については、下学年
が生活科、上学年が総合的
学習の時間 とした。

67 県西 小複合 生活

いのちの授業
「ドリー夢メー
カーと今を生き
る～」

　スキー事故で首の骨を折り、命は取りとめたものの首から下が動かなくなってしまった
元中学校教師から、絶望しながらも様々な人たちから励まされ、奇跡的な回復をした話を
聞く。そして、前向きに生きるためには何が必要かを考えながら、講師の話を聞いた。子
供たちは、事故から心身共に立ち直り元気になっていく様子を自分のことのように聞き
入っていた。また、自分にとっての「ドリー夢メーカー（応援してくれる人）は誰か。」
を考え、周りの友達に対して自分ができることは何かを考えようとしていた。

  全校児童で講演を聞
いた。教科について
は、下学年が生活科、
上学年が総合的学習の
時間とした。



68 県西 小１ 生活
「さかせたいな
わたしの花」

　６月にアサガオの種を植えて、12月まで成長の過程を観察した。「アサガオは生きてい
るのだから、水やりを欠かさないようにしよう。」という気持ちの児童が多く、夏の暑い
時期も欠かさず水やりをしていた。また、初めは黒い石のような種から小さな芽が出て、
やがて大きな花を咲かせるということに児童は驚くとともに、生命の素晴らしさを感じて
いた。最後に実が枯れた後、初めと同じ種ができることで、「命はつながっている。」と
いうことに気付いた児童もいた。６ヶ月という長い時間、アサガオを観察していくこと
で、命あるものの変化に気付き、成長を感じることで命の素晴らしさを感じることができ
たと思う。

69 県西 小２ 生活
「わたしたちの野
さいばたけ」

　野菜を育てた経験が少なく、また野菜嫌いの児童も少なくない本学級だが、１年生で行ったあ
さがおの栽培が楽しかったようで、多くの児童が夏野菜づくりに前向きに取り組んだ。児童は
「自分の子どもだと思って、困っていることがないか見ているよ。」「葉っぱがしおれてきて心
配だなあ。」など、一喜一憂しながら日々ミニトマトの世話をした。その甲斐あって苗はぐんぐ
ん成長し、大きな実をつけた。家に持ち帰り、食卓に出た次の日には「昨日採ったミニトマト、
サラダに入っていておいしかったよ。」などと、学級の話題の中心になった。心を込めて育てた
が夏休み明けには終わりを迎え、片付けを行った。
　「おいしい実をありがとう。」という感想から、いのちに感謝の思いをもてたことが分かった
実践となった。


